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令和２年夏の交通安全県民運動の実施について

令 和 ２ 年 ６ 月 2 6 日
警 察 本 部
（交通部交通企画課）

１ 実施期間
７月13日(月)から７月22日(水)までの10日間

２ 運動重点
(1) 高齢者、子ども及び障がい者の交通事故防止
(2) 自転車の安全利用の推進
(3) 全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
(4) 飲酒運転の根絶

３ 交通安全日
７月15日(水) 交通安全にみんなで参加する日及び交通マナーアップ強化日

４ 主な行事予定
(1) 各警察署の主要行事

（前年の実施状況）

【一日警察署長委嘱・鳥取】

【交通安全教室・琴浦大山】

交通安全運動推進式・米子】【

(2) 複数回事故当事者に対する訪問活動（各警察署）
現在、複数回事故当事者に対する個別指導を実施中のところ、交通安全運動の各種施
策と連動させ、当事者宅を訪問するなどし、反射材用品の貼付や交通安全を呼び掛ける。

(3) 飲酒運転根絶広報（各警察署）
酒類販売店訪問や啓発チラシの配布等を行い、飲酒運転根絶やハンドルキーパー運動を

呼び掛ける。
(4) 新型コロナウイルス感染症対策に配意した広報（各警察署）

テレビやラジオ等の広報媒体を活用し、非接触型の交通安全講習等のほか、幹線道路
において通行車両に対する看板や、横断幕等を掲げた広報啓発活動等を実施する。

警察署 日時 場所 行事

鳥取
７月13日

（月）
鳥取市役所

「街頭広報」

通行車両に対して横断幕を掲げ、交通安全

を呼び掛ける街頭広報を実施

郡家
７月13日

（月）
道の駅「はっとう」

「街頭広報」

来訪者に対して啓発グッズの配布等を行

い、交通安全を呼び掛ける街頭広報を実施

智頭
７月13日

（月）
道の駅「かわはら」

「街頭広報」

鳥取市河原町、用瀬町及び佐治町等の関係

機関と街頭広報を実施

浜村
7月13日

（月）
八束水パーキング

「街頭広報」

鳥取市気高町、鹿野町及び青谷町と街頭広

報を実施

倉吉
7月13日

（月）
倉吉警察署

「安全運動出発式及び車両パレード」

関係機関、団体、保育園児等による出発式

及び関係車両によるパレードを実施

琴浦

大山

7月16日

（木）
道の駅ポート赤碕

「ルート９交通安全推進デー街頭広報」

通行車両に対して看板を掲げ、交通安全を

呼び掛ける広報を実施

米子
７月13日

（月）
米子市文化ホール

「交通安全運動推進式及び街頭広報」

米子市長、関係機関・団体が参加し推進式

を行った後、街頭広報を実施

境港
７月14日

（火）

学校法人

聖心幼稚園

「園児に対する絵本の贈呈等」

署員作成による交通安全教育に関する絵本

の贈呈及び腹話術による交通安全教育を実

施

黒坂
7月13日

（月）
佐川パーキング

「街頭広報」

伯耆町、江府町の交通安全関連団体と街頭

広報を実施
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大型特殊免許技能試験用トラクタの期限付き借上げについて

令 和 ２ 年 ６ 月 2 6 日
警 察 本 部
（交通部運転免許課）

１ トラクタ借上げの目的

自動車運転免許試験場に農耕車限定の大型特殊免許技能試験用トラクタを期限付きで導入

し、農業者の大型特殊免許の早期取得支援を行うものである。

２ トラクタ借上げの期間

令和２年７月から令和３年６月までの間（予定）

３ トラクタ借上げの経緯

〇 道路運送車両の保安基準が緩和となる （H31.4.26）。

農作業機を装着したトラクタの公道走行が可能となる。

、 、 （ ）。ただし 小型特殊自動車の基準を超えるときは 大型特殊免許が必要である 従前どおり

〇 大型特殊免許技能試験の予約制を開始した。(R2.3.13)

令和２年２月から運転免許試験場の大型特殊免許の受験者が急増したため、試験の予約制

を開始した。

※ １回当たり受付人数は20人である （毎週木曜日に実施）。

〇 今年度から県農業大学校でJＡグループ鳥取による大型特殊免許（農耕車限定）技能講習

会（最終日に運転免許試験場の試験官による出張技能試験有り）を実施している。（R2.4.7～)

※ １期当たり24人（１回12人を２回実施）の定員に対し、第１期から第３期までそれ
ぞれ約1,000人が応募した （第１期から第３期の合格者数：受験者72人中67人）。

４ 運転免許試験場の大型特殊免許試験の現状

受験者の大半を占める農業者がトラクタを使用した農耕車限定の大型特殊免許試験を希望し

ているも、運転免許試験場で使用している試験車両は「ホイルローダ （写真参照）であり、」

普段使用する農耕用トラクタと比較して操作が困難である。

５ トラクタ借上げの効果

〇 大型特殊免許（農耕車限定）の取得者が増加する。

〇 JＡグループ鳥取の大型特殊免許（農耕車限定）技能講習会における技能試験不合格者に

再度、受験機会が提供できる。

６ 県民に対する広報

報道機関に対し資料提供するとともにホームページに掲載予定である。

現在の試験車両「ホイルローダ」 期限付き借上げ車両「トラクタ（例 」）


